
平成２９年度 大阪府立東大阪支援学校 第２回 学校協議会（記録） 

           

日時：平成２９年１２月１８日（月） 

                      場所：大阪府立東大阪支援学校会議室 

（１）校長挨拶  

 

（２）協議 学校教育自己診断 保護者用・教員用アンケート集計結果について 

   （教頭より説明） 

・保護者用アンケートは回収率が昨年度より低下したが、教員用アンケートはほぼ

全員の回収率。 

・今年度は、いじめについての項目を追加  

今年度確認されたいじめの事案はない。 

・交流活動について 

 学部をこえての交流は改善している。地域との交流は昨年度同様、各部ともに 

 低い。学校としてのアピール不足である。 

・清掃について 

 昨年度より保護者用・教員用ともに、改善している。 

・修理・改善について 

予算の関係上、うまく改善できていないところが数値として高くなっている。 

・情報について 

タブレット等が増え、充実した。 

・備品・消耗品について 

今年度は改善したがまだまだ十分とはいえない。 

   （今後に向けて） 

・給食についてはアンケートの結果を受け、今後、健康教育部を中心に具体的に否

定的な数値につながる原因を検証し、給食充実させていく。 

・ＰＴＡの活動内容のアピールの方法を考えていく。 

 

（３）報告 

① 授業用アンケートについて（教頭報告） 

回収率は１３％アップ。 

おおむね良いとの結果。 

② 平成３０年度の教科書採択について（教頭報告） 

③ 図書室の利用について（担当首席説明） 

バーコードによる貸し出し業務の開始。児童生徒会が中心に全学部の児童生徒が 

活躍する場が増え、図書室を利用する児童生徒の数も増加した。 

中央図書館との連携、ＰＴＡ学習会の実施。 

 



 

（４）追加事案  頭髪指導について （校長・担当首席説明） 

 

   高等部生活課程の生徒指導の注意事項について説明 

   個々の生徒の障がいや家庭の事情等もふまえ、卒業後の社会生活を見据えながら 

   個々に合わせた生徒指導を担任と生活指導部を中心に行っている。 

 

（５）その他 （各委員からの質問・意見） 

・自主通学の経路で、危ないところもある。地域の小・中学校と通学路が重なってい

るので、意見交換していきたい。地域の人にも、支援学校の生徒が通学していること

を知って頂き、見守っていただきたい。 

・様々な障がいのある児童生徒の個々に合わせた指導をどうしているのか。 

→個別の支援計画を作成し、個々にあわせた指導・支援を行っている。教職員の教員

免許にあわせ、専門性を活かした指導をしている。また、特別支援学校の教員免許を

あわせて取得することを推奨し、ひとりひとりの教員の授業力の向上につとめている。 

 

 

 

 


